
令和 7 年度 学校評価 について 

 

学校評価は、学校運営や教育活動について重点目標を設定し、その達成状況や取り組み 

の適切さを評価することにより、組織的、継続的な改善を図ることを目的としています。 

   本校では、毎年４月から５月にかけて重点目標と評価項目を学校評価委員会にて決定 

し、その内容に沿った教育に取り組んでいます。令和 7 年度は、年間２回（８月、１月）教 

員による自己評価を行い、さらに保護者の皆様を対象にしたアンケート調査（１月）を実施 

いたしました。保護者については 588 名（在籍の約 44％）の方からご回答を頂戴いたし 

ました。 

その集計結果を受けて考察・分析し、令和 8 年 3 月 6 日には、ＰＴＡ役員様ご出席のも 

と、学校関係者評価委員会を開催いたしました。 

   以下に、委員会等を経てまとめた資料を掲載いたします。 
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教育目標

平均 13.6% 66.8% 14.1% 4.9% 0.5% 3.9
１回目 12.1% 64.8% 17.6% 5.5% 0.0% 3.8
２回目 15.1% 68.8% 10.8% 4.3% 1.1% 3.9
平均 19.6% 56.5% 18.5% 4.3% 1.1% 3.9

１回目 20.9% 54.9% 18.7% 4.4% 1.1% 3.9
２回目 18.3% 58.1% 18.3% 4.3% 1.1% 3.9
平均 28.3% 49.5% 17.9% 3.8% 0.5% 4.0

１回目 31.9% 53.8% 13.2% 1.1% 0.0% 4.2
２回目 24.7% 45.2% 22.6% 6.5% 1.1% 3.9
平均 16.8% 61.4% 18.5% 2.7% 0.5% 3.9

１回目 16.5% 64.8% 15.4% 3.3% 0.0% 3.9
２回目 17.2% 58.1% 21.5% 2.2% 1.1% 3.9
平均 19.0% 59.8% 17.9% 3.3% 0.0% 3.9

１回目 16.5% 64.8% 14.3% 4.4% 0.0% 3.9
２回目 21.5% 54.8% 21.5% 2.2% 0.0% 4.0
平均 29.3% 50.0% 16.3% 3.8% 0.5% 4.0

１回目 28.6% 45.1% 22.0% 3.3% 1.1% 4.0
２回目 30.1% 54.8% 10.8% 4.3% 0.0% 4.1
平均 29.3% 50.5% 17.4% 1.6% 1.1% 4.1

１回目 29.7% 47.3% 19.8% 1.1% 2.2% 4.0
２回目 29.0% 53.8% 15.1% 2.2% 0.0% 4.1
平均 27.2% 53.3% 14.7% 4.3% 0.5% 4.0

１回目 23.1% 59.3% 12.1% 5.5% 0.0% 4.0
２回目 31.2% 47.3% 17.2% 3.2% 1.1% 4.0
平均 24.5% 56.0% 14.1% 4.3% 1.1% 4.0

１回目 19.8% 61.5% 14.3% 3.3% 1.1% 4.0
２回目 29.0% 50.5% 14.0% 5.4% 1.1% 4.0
平均 14.7% 53.8% 22.8% 8.7% 0.0% 3.7

１回目 14.3% 57.1% 18.7% 9.9% 0.0% 3.8
２回目 15.1% 50.5% 26.9% 7.5% 0.0% 3.7
平均 15.2% 50.5% 25.5% 8.7% 0.0% 3.7

１回目 13.2% 52.7% 22.0% 12.1% 0.0% 3.7
２回目 17.2% 48.4% 29.0% 5.4% 0.0% 3.8
平均 12.5% 50.0% 31.5% 5.4% 0.5% 3.7

１回目 11.0% 51.6% 31.9% 4.4% 1.1% 3.7
２回目 14.0% 48.4% 31.2% 6.5% 0.0% 3.7
平均 34.2% 51.1% 11.4% 2.7% 0.5% 4.2

１回目 33.0% 51.6% 14.3% 1.1% 0.0% 4.2
２回目 35.5% 50.5% 8.6% 4.3% 1.1% 4.2
平均 16.3% 46.2% 23.9% 12.0% 1.6% 3.6

１回目 18.7% 49.5% 23.1% 7.7% 1.1% 3.8
２回目 14.0% 43.0% 24.7% 16.1% 2.2% 3.5
平均 15.8% 44.0% 26.6% 10.9% 2.7% 3.6

１回目 15.4% 45.1% 26.4% 11.0% 2.2% 3.6
２回目 16.1% 43.0% 26.9% 10.8% 3.2% 3.6

21.1% 53.3% 19.4% 5.4% 0.8% 3.9

（２）自主性を育てる教育
　　　知識教育に偏ることなく、多様な学校行事や部活動など、学校生活のあらゆる場を通して
　　　生徒の自主性を養い、夢を実現させる行動力を育てる。

（３）人間性を高める教育
　　　マナー教育と奉仕活動を通して基本的生活習慣や優しい心を養い、高い倫理観を育てる。

５：よくあてはまる　４：だいたいあてはまる　３：ややあてはまる　２：あまりあてはまらない　１：全くあてはまらない

平均評　　価　　項　　目

問題や悩みを抱える生徒の対応で、家庭と綿密に連携を
取ったり教職員で支援したりしている

令和７年度　学校評価【教職員：平均】
　人間としての尊厳を基盤とし、社会の変化に適応して生きる知恵と力を身につけ、高い倫理観と自主的な行動
力を持つ有為な人間の育成を目標とする。

教育方針

（１）個性を伸ばす教育
　　　多様な教育課程、わかる授業の実践により、生徒一人ひとりの適性や進路に応じて個性を
　　　伸ばし豊かな創造力を育てる。

学校運営

3
各種の便りやＨＰ、ＳＮＳ等を通して、学校の取り組みや
生徒の様子、学校の魅力について発信している

1
生徒一人ひとりの個性を伸 ばす教育に取り組み、生徒が明
るく元気に学校生活を送っている

2

5 4 3 2 1

学習指導

生徒指導

基本的生活習慣の確立に努め、校則や交通ルールなど規範
意識を高める指導を行っている

6

いじめ（ＳＮＳ上を含む）に対する措置を適切に行ってい
る

7

4
教員がコースに応じた教材を選び授業内容を考え、よりよ
い授業を展開している

5 学習について教員が生徒を適切に評価している

特別活動

8
計画的に進路学習や行事を設定し、生徒の関心・意欲を喚
起している

9
個々の適性や能力に応じて、受験や就職に対応した適切な
指導・助言ができている

進路指導

10

11

有意義な生徒会活動や部活動を学校全体で支援している

生徒が積極的に協働して取り組めるような学校行事を企
画・運営している

12
学級活動を通じて人権意識と道徳心を高め、健全な人間関
係の構築に努めている

適切な図書の購入と情報提供を通して、読書推進に取り組
んでいる

学校図書館 15

教職員　平　均

保健衛生
感染症防止対策の徹底や安全教室の実施、生徒及び教職員
の健康管理に努めている

13

環境美化 校内の清掃美化と緑化活動に積極的に行っている14
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1.教育目標の実践

2.教職員や生徒への支援

3.情報の共有

4.授業の向上と改善

5.適切な評価

6.基本的生活習慣及び校則遵守の指導

7.いじめに対する措置

8.進路学習や行事の設定

9.個々に応じた指導と進路に対応した指導・助言

10.有意義な生徒会活動の支援

11.学校行事の企画・運営

12.人権意識と道徳心を高める指導

13.生徒及び教職員の健康管理

14.校内の美化と緑化活動

15.読書推進への働きかけ

令和７年度 学校評価【教職員：平均】

5.よくあてはまる 4.だいたいあてはまる 3.ややあてはまる 2.あまりあてはまらない 1.全くあてはまらない



教育目標

全学年 21.5% 55.0% 19.6% 3.6% 0.3% 3.9
３学年 25.4% 57.0% 13.4% 4.2% 0.0% 4.0
２学年 15.9% 54.3% 24.5% 4.8% 0.5% 3.8
１学年 24.1% 54.4% 19.0% 2.1% 0.4% 4.0
全学年 26.8% 49.1% 18.5% 5.3% 0.3% 4.0
３学年 35.9% 43.7% 17.6% 2.8% 0.0% 4.1
２学年 19.4% 50.0% 22.8% 7.3% 0.5% 3.8
１学年 27.8% 51.5% 15.2% 5.1% 0.4% 4.0
全学年 27.3% 51.8% 17.0% 3.6% 0.3% 4.0
３学年 27.5% 58.5% 10.6% 2.8% 0.7% 4.1
２学年 21.2% 52.4% 22.6% 3.8% 0.0% 3.9
１学年 32.5% 47.3% 16.0% 3.8% 0.4% 4.1
全学年 19.5% 56.2% 20.3% 3.9% 0.0% 3.9
３学年 23.4% 58.2% 14.9% 3.5% 0.0% 4.0
２学年 14.5% 57.5% 24.2% 3.9% 0.0% 3.8
１学年 21.5% 54.0% 20.3% 4.2% 0.0% 3.9
全学年 24.3% 55.4% 17.9% 2.4% 0.0% 4.0
３学年 26.1% 55.6% 15.5% 2.8% 0.0% 4.0
２学年 18.4% 56.8% 21.8% 2.9% 0.0% 3.9
１学年 28.3% 54.0% 16.0% 1.7% 0.0% 4.1
全学年 26.6% 54.0% 16.5% 2.9% 0.0% 4.0
３学年 29.6% 53.5% 12.7% 4.2% 0.0% 4.1
２学年 19.3% 57.0% 20.8% 2.9% 0.0% 3.9
１学年 31.1% 51.7% 15.1% 2.1% 0.0% 4.1
全学年 18.2% 53.7% 21.3% 6.2% 0.7% 3.8
３学年 19.7% 57.0% 15.5% 6.3% 1.4% 3.9
２学年 12.3% 55.9% 24.0% 7.4% 0.5% 3.7
１学年 22.4% 49.8% 22.4% 5.1% 0.4% 3.9
全学年 25.6% 51.4% 19.6% 3.4% 0.0% 4.0
３学年 34.0% 48.2% 15.6% 2.1% 0.0% 4.1
２学年 19.2% 51.4% 24.5% 4.8% 0.0% 3.9
１学年 26.1% 53.4% 17.6% 2.9% 0.0% 4.0
全学年 26.4% 44.7% 22.3% 6.3% 0.3% 3.9
３学年 41.8% 39.0% 16.3% 2.8% 0.0% 4.2
２学年 18.4% 47.6% 22.8% 10.2% 1.0% 3.7
１学年 24.1% 45.6% 25.3% 5.1% 0.0% 3.9
全学年 22.1% 52.1% 21.4% 4.5% 0.0% 3.9
３学年 26.4% 52.1% 17.9% 3.6% 0.0% 4.0
２学年 17.3% 53.4% 24.0% 5.3% 0.0% 3.8
１学年 23.7% 50.8% 21.2% 4.2% 0.0% 3.9
全学年 26.8% 51.5% 17.8% 3.4% 0.5% 4.0
３学年 30.0% 50.7% 15.7% 3.6% 0.0% 4.1
２学年 23.6% 49.0% 21.6% 4.8% 1.0% 3.9
１学年 27.8% 54.0% 15.6% 2.1% 0.4% 4.1
全学年 17.9% 55.8% 20.9% 5.0% 0.3% 3.9
３学年 23.6% 57.1% 13.6% 5.0% 0.7% 4.0
２学年 9.4% 57.6% 26.1% 6.9% 0.0% 3.7
１学年 22.0% 53.4% 20.7% 3.4% 0.4% 3.9
全学年 23.2% 56.7% 18.6% 1.5% 0.0% 4.0
３学年 28.4% 52.5% 18.4% 0.7% 0.0% 4.1
２学年 15.5% 61.4% 21.3% 1.9% 0.0% 3.9
１学年 26.9% 55.0% 16.4% 1.7% 0.0% 4.1
全学年 24.0% 55.4% 17.7% 2.9% 0.0% 4.0
３学年 28.2% 56.3% 10.6% 4.9% 0.0% 4.1
２学年 17.4% 58.0% 20.3% 4.3% 0.0% 3.9
１学年 27.4% 52.6% 19.7% 0.4% 0.0% 4.1
全学年 12.5% 47.6% 30.5% 8.2% 1.2% 3.6
３学年 14.8% 48.6% 26.8% 9.2% 0.7% 3.7
２学年 8.2% 44.9% 37.7% 8.2% 1.0% 3.5
１学年 14.8% 49.4% 26.6% 7.6% 1.7% 3.7

22.9% 52.6% 20.0% 4.2% 0.3% 3.9

令和７年度 学校評価【保護者:全学年】
　人間としての尊厳を基盤とし、社会の変化に適応して生きる知恵と力を身につけ、高い倫理観と自主的な行
動力を持つ有為な人間の育成を目標とする。

教育方針

（１）個性を伸ばす教育
　　　多様な教育課程、わかる授業の実践により、生徒一人ひとりの適性や進路に応じて個性を伸ば
　　　し豊かな創造力を育てる。

（２）自主性を育てる教育
　　　知識教育に偏ることなく、多様な学校行事や部活動など、学校生活のあらゆる場を通して生徒
　　　の自主性を養い、夢を実現させる行動力を育てる。

（３）人間性を高める教育
　　　マナー教育と奉仕活動を通して基本的生活習慣や優しい心を養い、高い倫理観を育てる。

５：よくあてはまる４：だいたいあてはまる３：ややあてはまる２：あまりあてはまらない１：全くあてはまらない

評　　価　　項　　目 5 4 3 2 1 平均

5 学習について教員が生徒を適切に評価している

学習指導

1
生徒一人ひとりの個性を伸 ばす教育に取り組み、生
徒が明るく元気に学校生活を送っている

2
問題や悩みを抱える生徒の対応で、家庭と綿密に連
携を取ったり教職員で支援したりしている

3
各種の便りやＨＰ、ＳＮＳ等を通して、学校の取り
組みや生徒の様子、学校の魅力について発信してい
る

学校運営

4
教員がコースに応じた教材を選び授業内容を考え、
よりよい授業を展開している

12
学級活動を通じて人権意識と道徳心を高め、健全な
人間関係の構築に努めている

生徒指導

6
基本的生活習慣の確立に努め、校則や交通ルールな
ど規範意識を高める指導を行っている

いじめ（ＳＮＳ上を含む）に対する措置を適切に
行っている

7

進路指導

8
計画的に進路学習や行事を設定し、生徒の関心・意
欲を喚起している

9
個々の適性や能力に応じて、受験や就職に対応した
適切な指導・助言ができている

学校図書館 15
適切な図書の購入と情報提供を通して、読書推進に
取り組んでいる

全学年　平均

学年

保健衛生 13
感染症防止対策と安全教室、生徒及び教職員の健康
管理に努めている

環境美化 14 校内の清掃美化や緑化活動に積極的に行っている

10
有意義な生徒会活動や部活動を学校全体で支援して
いる

11
生徒が積極的に協働して取り組めるような学校行事
を企画・運営している

特別活動
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1.教育目標の実践

2.教職員や生徒への支援

3.情報の共有

4.授業の向上と改善

5.適切な評価

6.基本的生活習慣及び校則遵守の指導

7.いじめに対する措置

8.進路学習や行事の設定

9.個々に応じた指導と進路に対応した指導・助言

10.有意義な生徒会活動の支援

11.学校行事の企画・運営

12.人権意識と道徳心を高める指導

13.生徒及び教職員の健康管理

14.校内の美化と緑化活動

15.読書推進への働きかけ

令和７年度 学校評価【保護者：全学年】

5.よくあてはまる 4.だいたいあてはまる 3.ややあてはまる 2.あまりあてはまらない 1.全くあてはまらない



令和７年度　学校評価集計結果の考察概要

学
校
運
営

1

生徒一人ひとりの個
性を伸ばす教育に取
り組み、生徒が明る
く元気に学校生活を
送っている

　約80％の教員、保護者が「よく当てはまる」「だいたい当てはまる」を選択している。教員は多忙の中努力して
いるが、教員と保護者との間に感じ方の差があり、保護者には伝わりきっていない。また、保護者のコメントに
「教員によって差がある」といったものも見受けられた。スクールポリシーは定めているが、全ての教育内容の目
的がスクールポリシーと一貫していると言い難い面があるので、スクールポリシーに即した教育内容や指導方法を
少しずつ作り上げる必要がある。「差がある」点では、現職教育の機会と内容を検討し、教職員の意識や理解の差
を埋める機会を増やしていきたい。

3

各種の便りやＨＰ、
ＳＮＳ等を通して、
学校の取り組みや生
徒の様子、学校の魅
力について発信して
いる

　教員の自己評価は7月から2月に4.2から3.9へと下降している。２学期には英明祭や体育祭など行事が多く、教員
の多忙感からか日々の情報共有が希薄になってしまったのではないかと思われる。一方で、保護者アンケートの全
体平均は4.0で、校務支援システム「ツムギノ」の活用によって担任と保護者との連携も綿密に取れている現れだと
感じている。また、保護者との連絡は、日常の様子や懇談会のご案内、進路や成績のことなど多岐にわたるので、
伝え方は内容によって適宜判断して対応する必要がある。特に、「大切な情報は、紙とツムギノの双方にしてほし
い」という保護者からの要望もあり、確実に共有しておくべきことは漏れがないよう、対応を引き続き検討してい
く必要がある。なお、学校行事などの様子については、HPやSNSを通じて伝えており、「インスタはとても楽しく拝
見しています。」というコメントを励みに今後も続けていく。
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問題や悩みを抱える
生徒の対応で、家庭
と綿密に連携を取っ
たり教職員で支援し
たりしている

　全体平均における保護者の「5（よくあてはまる）」の割合（26.8%）は教員（19.6%）を上回るものの，「家庭と
の連携が不十分」といった厳しいコメントも見受けられる。また，他学年に比べて，２年生の平均が3.8とやや低め
であるため，保護者の困りごとを丁寧に汲み取り，双方向のコミュニケーション強化に取り組んでいきたい。
なお，教職員の評価は平均3.9と安定しているが，心理的負担を訴える声が強く，現場の疲弊が懸念される。今後
は，保健室やSC・SSWとのさらなる連携強化を図るとともに，担任をバックアップする体制の構築に努めたい。
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教員がコースに応じ
た教材を選び授業内
容を考え、よりよい
授業を展開している

保護者アンケートでは、「よく当てはまる」「だいたい当てはまる」と回答した割合が昨年度よりも5ポイント上昇
した。この結果は、保護者の皆様からの信頼が高まっていることの表れとして、教員にとっては大変励みになるも
のであり前向きに受け止めている。また、アンケートの中には「勉強嫌いだった子供が、最近とても好きになって
いるみたいです。」という喜ばしいコメントも寄せられた。一方で、「リスニングの授業を増やしてほしい。」
「クラス内で理解度の差が大きいと感じる。基礎学力の定着をしっかりしてほしい。」といったご意見もあり、こ
うした声を真摯に受け止め、教科ごとにコースに応じた授業や課題の取り組み方についてさらに検討を重ね、生徒
一人ひとりの学力向上を図るための工夫に努めていきたい。
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学習について教員が
生徒を適切に評価し
ている

本校では、定期テストの結果だけでなく、授業中の活動の様子や課題などの提出物を含め、生徒一人ひとりの学習
の過程を総合的に評価するよう努めている。今回、約8割の保護者から、「よく当てはまる」「だいたい当てはま
る」と評価を得たことは今後の指導の励みになる。本校の学習評価の在り方について、一定の理解と評価が得られ
ていることがうかがえる。一方で、評価の内容や方法については、より一層の共通理解を図る必要があると考え
る。今後は、教科内で評価の内容を継続的に話し合い、必要に応じて見直しを行うとともに、評価を生かした授業
改善につなげていきたい。
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基本的生活習慣の確
立に努め、校則や交
通ルールなど規範意
識を高める指導を
行っている

今年度は特に遅刻に対する指導のあり方を見直した。一律に指導するのではなく、体調に関することは保健衛生、
人間関係に関することは教育相談、寝坊や自己都合等については生徒指導と、その生徒の状況に合わせて対応し
た。1月末の段階での遅刻率（R4は3.94、R5は3.36、R6は2.93、R7は2.94）は昨年度とあまり変化はないが、着実に
向上はしている。服装や交通に関しては、校内や学校周辺では落ち着いているが、校外や放課後の時間帯に乱れが
見られる。「注意されるから」でなく規範意識を身に付けさせることは以前からの課題である。また、保護者アン
ケートでは、指導に対する理解はあるものの教員間の指導のアンバランスの指摘は真摯に受け止め、学校として一
貫した教育をしなければならない。今後も生徒一人ひとりに目を向けて対応すること、「注意されるから」でな
く、決まりを守ることの意識を身に付けさせることを主課題としたい。
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計画的に進路学習や
行事を設定し、生徒
の関心・意欲を喚起
している

保護者の「よく当てはまる」、「だいたい当てはまる」の合計は、昨年度と比較して2.7％増加した。「よく当ては
まる」は微減だが、「だいたい当てはまる」が4.4％伸びており、進路ガイダンスや模擬面接、合格体験発表会等と
いったイベントを生徒の求める内容に多少なりとも寄せることができたのではと考えている。3年次進路ガイダンス
と合わせて実施している保護者対象講演会にも例年より多くの参加があった。1〜3年次を細かく見ると、3年次が最
も高く、2年次が最も低い。2年次が中だるみの時期となるので、イベントの内容を見直す等の工夫をしていきた
い。
就職では、昨年度に続き企業の方や公務員関係の方を招いたガイダンスが実施できたので、就職への意欲を高める
ことができた。就職希望者は減少傾向であるが、今後も生徒の職業観と就業意欲を高める取り組みを考えたい。
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個々の適正や能力に
応じて、受験や就職
に対応した適切な指
導・助言ができてい
る

保護者の「よく当てはまる」、「だいたい当てはまる」の合計は、昨年度と比較して1％の増加であった。近年は推
薦での受験が圧倒的に増えており、小論文の重要性が増している。そのため、昨年度までより小論文模試の回数を
増やし、小論文ガイダンスへの参加も積極的に呼びかけた。また、1・2年次で適性診断を実施して生徒の進路選択
の一助としているが、次年度はさらに段階を上げて、1年次の適性診断の結果を踏まえて、2年次にオープンキャン
パスの重要性を講演会で周知し、希望者はオープンキャンパスの参加申込まで進めるイベントを考えている。生徒
の大部分が2年次の段階でオープンキャンパスに参加し、受験に備えられる体制をつくっていきたい。
就職希望者には、就職課外で早期から就労に対する意識付けを行った。また職場見学を行うなど個々の適性や希望
を考え、就職後のミスマッチを防ぐ指導をしている。また生徒の進路に合わせて、面接や小論文の指導に担任と進
学指導、就職指導が協力している。今後は進路に関する情報提供を、各学年の早期から実施し周知していきたい。
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いじめ（ＳＮＳ上を
含む）に対する措置
を適切に行っている

年2回のいじめ・悩みアンケートの実施、スクールサインを用いてのSOSや教員の目が届かない所での状況把握によ
り、いじめの発生防止と早期発見・対応を心掛けている。しかし、SOSを発信することが出来ない生徒がいることを
考えると、やはり担任・部活動顧問等による個別面談や、教育相談・保健衛生との連携は必須となる。教員間の横
のつながりを密にすることと、迅速かつ計画的に行動し学校として対処することが重要で、今年度は数回のいじめ
防止対策推進委員会を実施し、対応してきた。しかし、保護者アンケートでも指摘があるように、教員が把握して
いない問題（特にSNSについて）もあり、教員はよりアンテナを張って生徒の状況を把握しなければならないと認識
している。
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有意義な生徒会活動
や部活動を学校全体
で支援している

よく当てはまる、だいたい当てはまるを選択した方の割合は例年とあまり大きな差がなかったが、部活動のありか
たについてコメントいただいている内容には、教員と保護者とで方向性は違うものの検討したり改善したりするべ
きではないかと思われるものが多かった。野球部をはじめ活躍している部に対する応援をもっとしてあげられるの
ではないかという保護者のご意見や、選手の勧誘や設備面の充実など金銭面でのサポートがもっと欲しいという教
員の切実なコメントもあった。部活動の支援や活性化という点でも少しずつ改善できる部分から手を入れていく必
要があると思われる。
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生徒が積極的に協働
してして取り組める
ような学校行事を企
画・運営している

保護者の評価に比べ教職員の評価が低かった。行事のマンネリ化であったり、生徒が主体的に動けていない部分が
よく見えるため、評価に差が出たと考えられる。「英明祭の受付が混雑しており人員を増やすべき」「自衛隊の演
奏は校内公開日にすべき」など、具体的なご意見も多かった。
また、本校では実施していないが、生徒総会を実施してはみてはどうかというコメントもあった。生徒が主体的に
学校行事に取り組む契機になると思われるため、他校の実施方法等を参考に検討したい。
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学級活動を通じて人
権意識と道徳心を高
め、健全な人間関係
の構築に努めている

生徒一人ひとりの人権意識と道徳観の育成と健全な人間関係の構築を目的としてさまざまな統一テーマのLHRを実施
しているが、その保護者の評価を得られたとは言い難い。特に２年生の「よくあてはまる」の割合が9.4％と突出し
て低かったことは、進級・クラス替えを経て生徒間の関係性の作り方が大変難しく、悩みやトラブルが増えてくる
現状が表れていると考えられる。インターネットやSNS上での人権侵害につながる具体例などを身近な課題を取り上
げ、日頃の学級活動や学校行事を通じて他者理解や多様な意見の尊重など自分を取り巻く周囲との健全で良好な人
間関係の構築につながるように努めていきたい。

保
健
衛
生

13

感染症防止対策の徹
底や安全教室の実施
など、生徒及び教職
員の健康管理に努め
ている

保護者の評価が３学年の中で２学年が低いが、保健室利用者は３学年中、２年生が圧倒的に多い。生徒と保護者の
ニーズに合わせた対応を検討したい。また、今年度も２学期末試験頃にインフルエンザが蔓延し、試験中の休憩時
間に教室の換気を行うよう毎日放送を入れた。換気を行うことの有効性を感染症流行前に周知しておく必要があ
る。さらに、体育授業中や部活動中の怪我が多く、救急搬送もあったため、教員対象に現職教育を実施する。教職
員の評価は例年通りといったところだが、健診時期については配慮が必要。教職員健診補助制度を始めて３年目と
なったが、新規申し込みの数も増え、制度を利用することがきっかけで自身の健康に関心を持ってもらえていると
感じる。
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校内の清掃美化や緑
化活動を積極的に
行っている

環境整備面において、中庭の植栽を中心とした緑化活動は「校内の良好な雰囲気づくりに寄与している」と高い評
価を得た。また、生徒の主体的な関わりも見られ、教育的観点からも大きな成果を収めることができた。
一方で清掃活動については、場所によって格差が生じており不十分であると指摘された。今後は、生徒の美化意識
を高める働きかけを強化するとともに、教職員一人ひとりが「清掃・点検・指導」を徹底し、学校全体の美化維
持・改善に努めていきたい。
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適切な図書の購入と
情報提供を通して、
読書推進に取り組ん
でいる

図書室の場所の不便さを補い、活動の見える化を目指して、昨年同様、学級文庫や新聞のオンライン利用サービス
など様々な取り組みを続けている。今年度は図書部の活動として、本に興味を持つ生徒が増えるよう、図書室で新
たに企画展示を始めた。しかし、保護者アンケートでも指摘があるように、活動自体をよく知られていない問題が
あるので、今後は英明高校図書館のSNSで保護者の方にも活動を知ってもらえるよう、広報の充実に努めていきた
い。また、生徒からの要望があり、来年度は校外の図書の大会にも積極的に参加して、活動の幅を広げていきた
い。15


